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論文内容の要旨




























全体は 3 つの議論から構成される。第 1 は、テレワークが労働市場に一定の役割を果たすことが期待されるにもか







本論文は、 1997年から 2000年にかけて著者が独自に実施した聞き取り調査および回答数700ある L 、は590 といった膨
大なアンケート調査をもとに、日本のテレワークの現状・問題点および政策的関与のあり方を論じた労作である o デー
タ自体の価値も高く、分析も厳密かつ論理的である O よって本論文は博士(国際公共政策)の学位に十分値するもの
と判定する。
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